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公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会

〒650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3 兵庫県民会館内

T E L （078）332-0574

F A X （078）332-3556

Eメール hyorolen@oak.ocn.ne.jp

U R L http://www.hyorolen.or.jp

のじぎくクラブ兵庫

【ご寄附のお願い】
　平成25年４月１日から本会は公益財団法人へ移行していま
す。本会への寄附金については、税制上の優遇措置が受けら
れることとなります（詳細は税理士等にお尋ねください）。
　個人・法人・団体とも金額は問いません。事業計画に沿っ
た公益目的事業に充当させていただきますので、高齢者の福
祉の向上のためにご支援をよろしくお願いします。

９月１４日、昨年度に引き続き、「兵庫県高齢者の集い」が兵庫県・兵
庫県老人クラブ連合会の共催により、兵庫県公館で開催されました。
� （詳細は２～３ページ）

これからの老人クラブ活動
の

これからの老人クラブ活動
の

あり方を考えるあり方を考える

昨年度に引き続き昨年度に引き続き
「兵庫県高齢者の集い」を開催「兵庫県高齢者の集い」を開催

2~3
4~5
6~7

8

紙
面
の
ご
案
内

兵庫県高齢者の集い

県老連事業報告

兵庫県からのお知らせ

市町老連の活動報告

◎会 計 簿
　だれでも簡単につけられます。
　Ａ４版　定価400円（税込）

◎活動日誌
　活動記録簿、年間の計画・実績
報告書を作成するのに便利です。
　Ａ４版　定価700円（税込）

　会計処理・活動記録の透明性確
保のために是非ご活用ください。
　お申し込みは市町老連でとりま
とめて、11月初旬までに県老連へ
お申し込み下さい。

全国老人クラブ連合会発行

令和６年度版

「老人クラブ会計簿」
「老人クラブ活動日誌」の

ご案内

（画像はイメージです）

令和6年度版

クラブ名

老人クラブ会計簿老人クラブ会計簿

令和6年度版

クラブ名

老人クラブ活動日誌老人クラブ活動日誌

令和5年（2023年）10月15日
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

・
令
和
５
年
度 

兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い
・
総
括

・
県
知
事
・
県
老
連
会
長
表
彰

兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

『
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
』の

『
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
』の

��

あ
り
方
を
考
え
る

あ
り
方
を
考
え
る
！！！！

令
和
５
年
度
　
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

区　　分 受賞者数
代表受賞者

ブロック 所属老連 氏名・団体名（代表者）

兵庫県知事兵庫県知事表彰表彰

高齢者特別賞高齢者特別賞 2020 出席者12名を表彰出席者12名を表彰

老人クラブ育成功労者老人クラブ育成功労者 4646 淡　路淡　路 淡路市淡路市 平松　勤志平松　勤志

優良老人クラブ優良老人クラブ 1717 阪神南阪神南 芦屋市芦屋市 東寿会東寿会（青山　睦子）（青山　睦子）

兵庫県老連兵庫県老連会長表彰会長表彰

老人クラブ育成功労者老人クラブ育成功労者 123123 中播磨中播磨 神河町神河町 佐谷　邦明佐谷　邦明

優良老人クラブ優良老人クラブ 1818 阪神南阪神南 芦屋市芦屋市 呉川寿康会呉川寿康会（太田　雅弘）（太田　雅弘）

優良市町老人クラブ連合会優良市町老人クラブ連合会 11 丹　波丹　波 丹波市丹波市 丹波市老人クラブ連合会 柏原支部（小松　忠重）丹波市老人クラブ連合会 柏原支部（小松　忠重）

仲間づくり優良老人クラブ・仲間づくり優良老人クラブ・
市町老人クラブ連合会市町老人クラブ連合会

55 東播磨東播磨 高砂市高砂市 米田町老人クラブ連合会米田町老人クラブ連合会（藤井　加代子）（藤井　加代子）

永年勤続職員永年勤続職員 11 東播磨東播磨 高砂市高砂市 伊藤　尚子伊藤　尚子

全老連表彰全老連表彰 活動賞活動賞 44 淡淡　　路路 南あわじ市南あわじ市 南あわじ市老人クラブ連合会南あわじ市老人クラブ連合会（大屋　曻）（大屋　曻）

(敬称略)

９
月
14
日
、昨
年
度
に
引

き
続
き「
令
和
５
年
度
兵
庫

県
高
齢
者
の
集
い
」が
兵
庫

県
公
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
安
県
議
会
副
議
長
を
は
じ

め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の

列
席
の
も
と
、県
内
各
地
か

ら
約
２
５
０
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、川
西
市
の

「
マ
ー
リ
エ 

フ
ラ 

ア
ウ
ア
ナ
」

（
最
高
齢
８
６
歳
）に
よ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、現
在
も
健

康
で
活
躍
し
社
会
活
動
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
90
歳
以
上
の

方
々
20
名
に
高
齢
者
特
別
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
年
に
わ
た
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人

や
団
体
に
対
し
、片
山
副
知

事
・
中
村
県
老
連
会
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、会
場

か
ら
は
そ
の
功
績
に
対
し
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、併
せ
て
全
老
連
の

活
動
賞
の
伝
達
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、県
老
連
の
女

性
・
若
手
委
員
会
委
員
長
で

も
あ
る
水
田
理
事
か
ら「
大

会
宣
言（
案
）」が
提
案
さ
れ
、

会
場
か
ら
の
拍
手
に
よ
り
承

認
、式
典
は
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

県知事・県老連会長表彰等受賞者・団体数県知事・県老連会長表彰等受賞者・団体数
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

・
活
動
事
例
発
表

・
兵
庫
県
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

県
老
連
、
高
齢
者
の
集
い
に
お
け
る

県
老
連
、
高
齢
者
の
集
い
に
お
け
る

取
り
組
み
事
例
発
表

取
り
組
み
事
例
発
表

活
動
事
例
発
表

県
老
連
で
は
、昨
年
度
か

ら
、高
齢
者
の
集
い
に
お
い

て
、県
下
各
地
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
う
ち
、会
員
増
強
や
休

会
ク
ラ
ブ
対
策
な
ど
に
関
す

る
精
力
的
な
取
り
組
み
事
例

の
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
件
目
は
、芦
屋
市
の
呉

川
寿
康
会
の
太
田
会
長
か

ら
、先
代
会
長
の
急
逝
に
よ

り
、急
遽
、会
長
代
行
と
な

ら
れ
て
か
ら
、「
会
員
数
の

減
少
や
組
織
・
活
動
の
縮
退
」

と
い
う
状
況
の
中
で
、『
特

別
な
こ
と
で
は
な
い
』取
り
組

み
方
策
に
つ
い
て
ご
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
件
目
は
、相
生
市
高
年

ク
ラ
ブ
の
小
松
会
長
か
ら
、

「
解
散
予
定
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
再
生
と
新
た
な
老
人
ク
ラ

ブ
創
設
へ
の
取
り
組
み
」と
し

て
、同
会
長
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
取
り
組
み
事
例
を
ご

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
２
件
の
活
動
事
例
発

表
に
対
し
、出
席
さ
れ
た
生

安
福
祉
部
長
様
か
ら
、次
の

コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　１  

呉
川
寿
康
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
に

向
け
て
、声
か
け
運
動
を
積

極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
み
れ
ば
、何
も

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う

に
み
え
る
が
、非
常
に
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
未
加
入
の

理
由
は
声
を
か
け
ら
れ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
の
が
一
番
の

理
由
と
伺
っ
て
お
り
、地
道

な
勧
誘
活
動
が
成
果
を
挙
げ

て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
繋
が
る
の
が
広
報

活
動
で
あ
り
、目
に
見
え
る

形
で
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
。

こ
ま
め
に
繰
り
返
し
広
報

紙
を
発
行
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、市
町
の
広
報
紙
と

の
連
携
も
必
要
と
考
え
る
。

相生市高年クラブ連合会　小松景子　会長相生市高年クラブ連合会　小松景子　会長 呉川寿康会　太田雅弘　会長呉川寿康会　太田雅弘　会長

老人クラブ活動を通して、人と人が繋がっていくことが大切！
熱い思いをもって、会員増・クラブ数増に取り組む姿に期待！

兵庫県からのコメント兵庫県からのコメント

２  

相
生
市
高
連
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
小
松
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、す
ご
く
努
力
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、本
来
、

顔
の
見
え
る
距
離
に
住
ま
う

者
が
組
織
す
る
の
が
原
則
だ

が
、例
外
的
に
、広
く
地
域

の
個
人
会
員
を
集
約
さ
れ
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
来
の
固
い
考
え
方
で
は

な
く
、熱
い
思
い
を
持
っ
て
工

夫
さ
れ
、新
し
い
老
人
ク
ラ

ブ
の
あ
り
方
を
模
索
さ
れ
、

組
織
を
柔
軟
に
再
構
築
・
創

り
あ
げ
て
い
く
事
例
と
し
て

感
銘
を
受
け
た
。
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

県
老
連
事
業
報
告

・
県
老
連
役
員
交
代
の
お
し
ら
せ

・
全
市
町
会
長
研
修
会

市町老連市町老連
会長研修会会長研修会

県
老
連
役
員
交
代
の
お
し
ら
せ

県
老
連
で
は
、こ
の
た
び
、

５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
評

議
員
会
で
、新
た
な
理
事
・

監
事
・
評
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、同
日
に
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、会
長
に

は
中
村
美
津
子
氏
が
再
選
さ

れ
、会
長
代
理
に
は
丹
波
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
会
長
で
丹
波
市
老
連
会

長
の
小
松
忠
重
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、副
会
長
に
は
、阪

神
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
岡
田
讓
介
会

長（
川
西
市
老
連
会
長
）、北

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
山
下
光
昭
会

長（
加
西
市
シ
ニ
ア
連
会
長
）、

西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
の
井
上
末
廣

会
長（
た
つ
の
市
老
連
会
長
）、

淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
大
屋
曻
会
長

（
南
あ
わ
じ
市
老
連
会
長
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、執
行
部
の
正
副
会

長
、理
事
、監
事
は
役
員
一

覧
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、令
和
５
年
度
の
女

性
・
若
手
委
員
会
に
お
い
て

は
、委
員
長
に
は
水
田
光
代
氏

公益財団法人
兵庫県老人クラブ連合会 理事会名簿

� �【2023年(令和５年)５月31日現在】
役職名 氏　　　名 所属市町老連 属性（理事・監事となる根拠）
会　長 中村美津子 芦 屋 市 女性・若手委員会推薦

会長代理（副会長） 小松　忠重 丹 波 市 丹波ブロック

副会長

岡田　讓介 川 西 市 阪神北ブロック

山下　光昭 加 西 市 北播磨ブロック

井上　末廣 た つ の 市 西播磨ブロック

大屋　　曻 南あわじ市 淡路ブロック

専務理事 本山　秀治 本 部 評議員会及び理事会の決定

理　事
水田　光代 太 子 町 女性・若手委員会委員長

阪口　忠之 芦 屋 市 女性・若手委員会副委員長

監　事
小西　茂行 播 磨 町 役員及び運営に関する

申し合わせ植原　恭司 宍 粟 市

（
太
子
町
老
連
）、男
性
副
委

員
長
に
は
阪
口
忠
之
氏（
芦
屋

市
老
連
）が
選
出
さ
れ
、「
申

し
合
わ
せ
」に
従
い
、評
議
員

会
の
決
定
を
受
け
て
県
老
連

理
事
に
就
任
し
、女
性
副
委

員
長
に
は
森
本
則
子
氏（
伊

丹
市
老
連
）が
選
出
さ
れ
、評

議
員
会
の
決
定
を
受
け
て
評

議
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

現
在
、県
老
連
で
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

数
や
会
員
数
減
少
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、従

来
に
も
増
し
て
、中
村
会
長

を
中
心
に
真
摯
な
取
組
み
を

進
め
て
い
く
決
意
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
、運
営
に
関
す
る

様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

は
じ
め
、引
き
続
き
県
老
連

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、お
願
い
致
し
ま
す
。

「
老
人
ク
ラ
ブ
数
及
び

「
老
人
ク
ラ
ブ
数
及
び

　
会
員
数
の
減
少
対
策
」に
つ
い
て

　
会
員
数
の
減
少
対
策
」に
つ
い
て

��

情
報
・
意
見
交
換

情
報
・
意
見
交
換

６
月
７
日
～
８
日
の
２
日

間
、神
戸
市
中
央
区
の
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、市
町
老
連
会

長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、各

市
町
老
連
の
会
長
ほ
か
３
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、兵
庫
県
高
齢

政
策
課
課
長
の
田
畑
氏
に
よ

る
、「
令
和
５
年
度
老
人
ク

ラ
ブ
に
対
す
る
補
助
等
に
つ

い
て
」の
行
政
説
明
の
後
、県

老
連
の
事
務
局
長
か
ら「
研

修
概
要
、老
人
ク
ラ
ブ
の
予

算
・
組
織
活
動
は
健
康
長
寿

の
秘
訣
」に
つ
い
て
の
基
調
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は「
老
人
ク
ラ
ブ
数
及

び
会
員
数
の
減
少
対
策
」を

テ
ー
マ
に
、芦
屋
市
呉
川
寿

康
会
の
太
田
会
長
の
事
例
報

告
の
後
、
７
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
事
情
を
踏
ま
え
た
情

報
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、そ
の
後
の
全
体

会
で
発
表
を
行
い
ま
し

た
。２

日
目
は
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の「
モ
ル
ッ
ク
」

の
実
習
を
行
っ
た
後
、

川
西
市
の「
マ
ー
リ
エ 

フ
ラ 

ア
ウ
ア
ナ
」に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
と

「
健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス
」の

実
演
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

グループごとに分かれ、情報交換を行うグループごとに分かれ、情報交換を行う
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

県
老
連
事
業
報
告

・
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

◆7月7日
　中播磨・西播磨ブロック	 たつの市福祉会館
◆7月14日
　阪神南・阪神北ブロック	 西宮市総合福祉センター
◆7月20日
　東播磨・北播磨・淡路ブロック	 加古川市総合福祉会館
◆7月28日
　但馬・丹波ブロック	 養父市八鹿老人福祉センター

７
月
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て
、令

和
５
年
度『
女
性
・
若
手
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
』を
、県
下
の
拡
大

４
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
市
町
老
連
の

女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

に
行
わ
れ
、以
下
の
内
容
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

① 

県
老
連
事
務
局
長
に
よ
る

「
研
修
の
流
れ
」
及
び
「
組

織
活
動
は
健
康
長
寿
の
秘

訣
」
パ
ン
フ
の
説
明
、

② 

人
財
養
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
浅
見
真
一
氏
に
よ
り
、『
生

き
生
き
と
し
た
組
織
運
営
を

考
え
て
み
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ

に
、参
加
者
同
士
の
関
係
づ

く
り
を
行
う
「
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
」
と
旅
館
の
平
面

図
作
成
実
習
を
通
し
た
「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
グ
ル
ー

近畿ブロック 老人クラブリーダー研修会を開催近畿ブロック 老人クラブリーダー研修会を開催

６月２９日、近畿ブロック老人クラブリーダー研修会を兵庫県民会館で開催
しました。

この研修会は、近畿ブロック連絡協議会に加盟する１０府県市老連が、毎年
１回、交代で開催するもので、近畿の府県市の女性・若手リーダーが一堂に会
し、それぞれで取り組まれている老人クラブ活動の先進事例やユニークな取り
組みを共有し、議論を重ねることにより、魅力ある老人クラブ活動を推進してい
くことを目的とするもので、近畿の会員・スタッフ合わせて２３０名余りが参
加しました。

研修会では、まず、全老連の笹尾常務理事から、『老人クラブの現状と課題』
に関する基調報告をいただき、続いて、人材養成コーディネーターの浅見真一
氏から、『人とかかわる、人と出会う＜老人クラブのこれまで・これから＞』と
題するご講演をいただきました。午後からは、参加者が以下の４つの分科会に
分かれ、活動事例発表や意見交換を行うなど、短い時間ながらも大変有意義
な研修会となりました。

第１分科会　友愛活動などの顕著な活動事例
第２分科会　会員増強・加入促進などの顕著な事例
第３分科会　地域団体等の交流で顕著な成果を挙げている事例
第４分科会　高齢者が取り残されないためのデジタル社会への適応事例

令和令和
５年度５年度

互いの活動を共有し、魅力ある老人クラブを推進！

真剣に聞き入る参加者の皆さん真剣に聞き入る参加者の皆さん

生
き
生
き
と
し
た

生
き
生
き
と
し
た

組
織
運
営
を
考
え
て
み
よ
う
！

組
織
運
営
を
考
え
て
み
よ
う
！

女性・若手リーダー研修会

プ
運
営
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
や
考
え
方
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、座
学
研
修

に
な
い「
体
験
参
加
型
研
修
・

ふ
り
か
え
り
重
視
」に
よ
る
研

修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
の
締
め
く
く
り
は
、マ
ー

リ
エ 

フ
ラ 
ア
ウ
ア
ナ（
川
西
市
）

の
講
師
の
先
生
に
よ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
実
演
と「
健
康
フ
ラ
ダ

ン
ス
」実
演
指
導
が
あ
り
、楽

し
く
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
こ
ん
な
手
口
に
気
を
つ
け
て
！

・
ひ
ょ
う
ご
里
山
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
の
開
催

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
制
度
の
ご
紹
介

：令和５年10月22日（日）9:30～15:00
：大手前公園(姫路市本町地区)
：�ひょうご里山フェスタ２０２３実行委員会
� (兵庫県や姫路市等で構成)
：豊かな里山を未来へ～今、私たちができること～
：午前には、各種表彰などの式典を開催するほか、
� 午後からは、メダカのコタロー劇団や学生による
� ステージイベント等を催します。
� また、里山をテーマとした様々な展示・体験ブースや、� �
� ジビエ料理などを提供する飲食ブースが出展予定です。
� 是非、姫路城が一望できる本イベント会場へお越し下さい。
� 入場料は無料です。� 〔治山課〕

と 　 き
と こ ろ
主 催

開催テーマ
内 容

　県民が里山への理解を深めるとともに、里山を守り育てる意識
醸成の機会として、森づくり普及啓発全県イベントを開催します。

ひょうご里山フェスタ２０２３の開催ひょうご里山フェスタ２０２３の開催

フェニックス共済制度

兵庫県の実施する「兵庫県住宅再建共済制度（フェニック
ス共済）」へのご加入をぜひご検討ください。
兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、兵庫県が
条例に基づいて実施し、あらゆる自然災害において、住宅に甚
大な被害を受けた被災者の住宅再建を支援する制度です。
阪神・淡路大震災では、被災地の住宅再建に大きな困
難が生じ、その結果、コミュニティの復興や地域経済の復興
など、被災地域全体の復興にも影響が及んでしまいました。
この経験・教訓を踏まえ、災害後の速やかな住宅再建を
支援するため、住宅所有者が平時から負担金を持ち寄って
備えることで、自然災害で被害を受けた住宅を再建する際
に最大600万円の給付を受けられる「助け合い」の制度とし

ご高齢の方々が巻き込まれ
がちな消費者トラブルの代
表事例をマンガでわかりや
すく解説しています。

その他のトラブル事例は
こちらから

　消費者トラブルで困っ
たときは、迷わず消費者
ホットライン「１８８」
に電話を！
※最寄りの消費生活相談
窓口につながります。

こんな手口に気をつけて！

て創設したものです。
阪神・淡路大震災以降、地震保険加入率の向上や被災
者生活再建支援制度の創設など、支援策の充実が図られ
てきていますが、それだけでは足りません。 それらと相まっ
た「共助」の仕組みが不可欠です。

いざというときのわが家の安全・安心のために、小さな負担（年
額5,000円）で大きな安心（最大600万円）を！

▲�詳細は
こちらへアクセス

展示・体験ブース

〔県民躍動課〕

兵庫県にお住まいの皆さま、「もしもの災害」
への備えは本当にできていますか？

例： 2,000万円の住宅が地震で全壊し、再建する場合
 地震保険 ⇒ 最大1,000万円
 被災者生活支援法 ⇒ 300万円
  不足分700万円のうち住宅再建共済制度により600万円をカバー

〔防災支援課〕
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わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています

兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
四
季
折
々
の
お
も
て
な
し 

〜
ひ
ょ
う
ご
憩
の
宿
へ
で
か
け
よ
う
〜

・
ご
存
知
で
す
か
？
「
薬
と
健
康
の
週
間
」

・「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
ご
協
力
の
お
願
い

4,300

複数の医療機関を受診して、それぞれ違う薬局でお
薬をもらっていませんか？お薬が残っていません
か？お薬の飲み方や副作用について疑問はありませ
んか？
かかりつけ薬剤師・薬局をもつことにより、ご自身
の服用しているお薬を、継続してチェックしてもらえ
ます。例えば、内科と眼科など複数の診療科を受診し
て、同じお薬が処方されていないか、一緒に飲むこと
を避けた方が良いお薬がないか、副作用が出ていない
か、期待される効果が出ているかなどを継続的に確認
することで、服用するお薬の安全性や有効性の向上が
期待できます。
お薬を安全に安心して使うために、お薬に関する情
報や健康上のアドバイスなど、相談できる “ かかり
つけ薬剤師・薬局 ” を見つけましょう。
　また、「健康サポート薬局」では、かかりつけ薬剤師・
薬局の機能に加えて、地域住民の健康の維持・増進を積
極的に支援していますので、御活用ください。 〔薬務課〕

毎年10月17日から23日までの
1週間は「薬と健康の週間」です

児童養護施設や里親の下で暮らす子どもは、背景にある虐待や貧困等の経験
から、将来への希望が持てずに、後ろ向きな気持ちを抱えていることが少な
くありません。さらに、施設退所後の進路に悩み、お金がないことや頼る人
がいない等の様々な不安を抱えながら、日々生活を送っています。
県ではそうした児童養護施設や里親の下で育つ子どもたちが、生まれ育った
環境に左右されず、充実した高校生活を送り、自立や夢の実現を応援するた
め、「児童養護施設や里親の下で育つ子ども応援プロジェクト」を展開して
います。子どもたちが施設等を退所後に自信をもって社会生活が送れるよう、
ふるさと寄附による応援をお願いします。
いただいた寄附は、クラブ活動費や大学進学に向けた学習塾代など高校生活
充実のための支援や、就職セミナーや自立支援セミナーの開催費など就業に
向けた支援に活用させていただきます。詳しくは県ホームページ（「兵庫県
子ども応援プロジェクト」で検索）をご覧下さい。 〔児童課〕

※自立支援セミナー
　「性といのち」を受講する子どもたち

〜ひょうご憩の宿へでかけよう〜〜ひょうご憩の宿へでかけよう〜四季折々のおもてなし四季折々のおもてなし
〔労政福祉課〕

「ふるさと寄附」「ふるさと寄附」
� ご協力のお願い� ご協力のお願い

児童養護施設や
里親の下で育つ
子ども応援プロジェクト
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赤穂市老連

　　　　　　加東シニア連市町老連の
活動報告

赤穂市老人クラブ連合会は、令和５年度で創立６０周年を迎え、
現在、令和６年１月２０日（土）に開催予定の６０周年記念事業を
行うべく会員一丸となって準備を進めております。

令和２年からのコロナ禍の影響で、ほとんどの活動が行えない状
況が続き、胸がふさがる思いをしてきましたが、規制が緩和された
今年度に周年事業を行えることは、私たち会員にとって、活動再開
の大きな糸口になると思います。

記念事業で予定している内容は、地域の子どもたちによるブラス
バンド演奏や会員による舞踊、演奏、詩吟や合唱等々…。

会員一人ひとりの明るく活力にみちた活動
を推進するため、また、赤穂市老連のさら

なる発展と飛躍に寄与するための記念
事業として取り組んでまいります！

加東シニアクラブ連合会では、令和元年度より高齢
者の健康意識を高め、生活習慣病の予防や医療費の
削減を目的として「歩け歩け運動」を実施しています。
「歩け歩け運動」では、１日6000歩～7000歩、歩

くことを目標としており、現在約240名の方が参加さ
れています。

参加者からは「億歩計の歩数表示が増えるのを見
るのが楽しみ」「毎日歩くことが習慣となり、筋力が

　このたびは、のじぎくクラブ兵庫が発行する｢きずな｣ への広告掲載を賜り、誠にありがとうございました。
　私たち老人クラブは、高齢者の幸せづくりと地域貢献を目標に、健康と友愛、そして奉仕の精神をもって、これから
も積極的な活動を行ってまいりますので、今後ともますますのご支援をお願い申し上げます。  のじぎくクラブ兵庫

スポンサーの皆さまへ

記念大会

活動
発表会

歩け
歩け運動

赤穂市老連は今年度で赤穂市老連は今年度で６０６０周年を迎えます！周年を迎えます！

歩
い
て
健
康
、

歩
い
て
健
康
、

	
	
	

	
	
	

歩
い
て
友
愛

歩
い
て
友
愛

ついた」といった声が多数あり、歩け歩け運動の効果
をひしひしと感じます。

昨年度は、以前から播磨中央公園にて健康増進を
目的としたウォーキングイベントを行っていた「播中あ
るこうかい」とコラボし、加東シニアクラブ連合会「歩
け歩け運動」・「播中あるこうかい」合同記念講習会を
開催し、主に筋力アップの運動や、正しい歩き方につ
いて学びました。

今後も「歩け歩け運動」を通して、歩きながら出会う
人との挨拶や声の掛け合いから生まれる、地域の輪
が広がることを願うとともに、日々の健康づくりにも努
めていきます。


